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独
特
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縄
飾
り
）

■
１
１

〓
〓
Ｉ
Ｉ
〓
〓
１
１
１
１
１

‥

〓
〓
１

１

１

１
１
１

■
●
．
１
１

■
１
１
■
１
１
１
１
１
１
１
１
■
１
●
‥
‥

〓
・
‥

‥
‥

１
１

・̈
■
‥
１
■
‥

，

１
・
１

・・
……
一

¨̈
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一̈

景
　
　
　

一̈　
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
若
葉
校
区
は
、
藩
政
時
代
か
ら
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
西
無
田
地
区

一一

全
　
　
　
一一
の
農
耕
地
帯
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨̈

一一　
昭
和
十
七
年
熊
本
市
健
軍
町
の
三
菱
航
空
機
製
作
所
建
設
に
伴
い
、
そ
の
社
宅

・
独
身
寮
が
建
設

一一

社
　
　
　
一一
さ
れ
、
大
き
く
変
貌
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

神
　
　
　
一一
昭
和
二
十
年
熊
本
市
電
健
軍
線
開
通
。
健
軍
地
区
の
発
展
に
伴
い
漸
次
住
宅
化
都
市
化
が
進
み
、　
　
一一

宮
　
　
　
一一
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
若
葉
小
学
校
開
校
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

雨
　
　
　
一一　
現
在
の
校
区
は
、

「若
葉
二
丁
目
・
三
丁
目
。
四
丁
目
・
五
丁
目
・六
丁
目
の
全
域
」
と

「若
葉

一̈

田
　
　
　
一一
一
丁
目
。
東
本
町
・
広
木
町
の
一
部
」
を
範
囲
と
し
、
世
帯
数
二
千
三
百
八
十
戸
二
人
口
五
千
四
百
一

無
　
　
　
一一九
十
人

（平
成
十
四
年
二
月
一
日
現
在
）
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

西
　
　
　
一一歴
史
遺
産
も
か
っ
て
の
西
無
田
集
落
内
に
多
く
見
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一̈

写 真 3・ 59

祭
神
　
伊
美
諾
尊
　
　
伊
英
冊
尊
　
　
速
玉
男
之
神

西
無
田
の
南
端
に
近
く
雨
宮
神
社
が
あ
る
。

国
郡

一
統
志
の
西
牟
田

（西
無
田
）
村
に
は

「雨
宮
大
明
神
」
、
国
誌
の
西
牟
田

（西
無
田
）
村
に
も

「雨
ノ
宮
祭
九
月
十
九
日
　
氏
神
ナ
リ
」
と
あ
り
、
相
当
古
く
か
ら
有
名
な
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
　
可
な
り
広
い
境
内
に
は
椋

・
榎

・
杉
な
ど
の
大
木
が
あ
り
、
鳥
居
も
相
当
古
い
と
思
わ
れ
る
。

石
灯
籠

一
対
は
安
永
三
甲
牛

（
一
七
七
四
）
の
も
の
で
、
手
水
鉢
に
は

「文
政
十
二
年
丑

（
一
八
二
九
）

九
月
五
日
」

「奉
寄
進
　
惣
助
　
国
分
村
石
工
惣
助
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
文
字
面
だ
け
が
磨
か
れ
、

あ
と
は
切
り
出
し
た
ま
ま
の
石
で
あ
る
。

一
二〔

　
　
工一
ず
・　
　
　
■―
外斜μ
　
　
　
〕

需
園
血
恐

一口
円
　
蔦
躙
費
面
抽
響
＝
牡

（熊
野
座
神
社
）
　

　

（
マ
ツ
プ
番
号
　
２２
　
　
）

鎮
座
地
　
　
熊
本
市
若
葉
六
丁
目

一
番
二
ｏ
号
　
（
一
〇
五

一
番
地
）

一

一　
　

主
右
　
幕
末
　
状
供
　
Ｍ
△

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
　
　
　
　
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
　
　
　
　
は
や
た
ま
お
の
か
み
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注
記

御
神
体
の
色
彩
に
つ
い
て

正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
の
彩
色
の
他
に

「元
文
六
年

（
一
七
四

一
）
か
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）

に
刻
記
し
て
あ
る
氏
名
を
多
少
削
除
し
て
書
き
換
え

彩
色
し
た
」
と
も
伝
ら
れ
る
。

（上
益
城
郡
誌
）

拝
殿
と
神
殿
は
別
棟
で
、
拝
殿
の
格
天
丼
に
は
草
花
図
が
各
狭
間
ご
と
に
描
か
れ
、
四
枚
の
絵
馬
が
か

か
っ
て
い
る
。
神
紋
は
左
上
違
い
鷹
の
羽
で
、
阿
蘇
系
で
あ
り
、
健
軍
神
社
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
。

こ
の
境
内
の
二
本
の
杉
に
は
変
わ
っ
た
し
め
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

西
無
田
雨
宮
神
社
は
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
七
月
井
寺
村
熊
野
宮

（現
嘉
島
町
井
寺

・
浮
島
熊
野
座

神
社
）
を
分
霊
。
創
建
当
時
は
若
葉
六
丁
【

一
一
番

一
号
の
矢
ヨ
氏
方
北
の

「神
屋
敷
」
に
達
立
さ
れ
て

い
た
。
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
現
在
地
に
遷
宮
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
改
築
さ
れ
ら
る
。

西
無
田
雨
宮
神
社
の
御
神
体
に
は
次
の
由
来
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「文
禄
元
年

（
一
五
九
二
）
加
藤
清
正
朝
鮮
が
出
兵
の
際
、

「島
崎
半
兵
衛
尉
正
経
」
が
船
頭
か
し
ら
と

し
て
従
軍
し
た
時
。
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
引
揚
げ
の
帰
路
、
材
本
が
船
に
つ
い
て
き
て
、
い
く
ら
押

し
流
し
て
も
、
押
し
流
し
て
も
つ
い
て
く
る
の
で
、
こ
れ
は
何
か
の
因
縁
と
思
い
持
ち
帰
り
、
そ
の
奇
木

の

一
部
で
御
神
体
を
刻
ん
だ
も
の
。

そ
の
残
り
の
材
木
は
今
も
神
殿
の
下
に
置
い
て
あ
る
。
そ
れ
で
西
無
田
神
社
を

「雨
宮
由
屋
浮
木
の
権
現

（あ
め
み
や
　
ゆ
や
ろ
き
き
　
ご
ん
げ
ん
）
」
と
言
う
。

正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
六
月
ブ
ル
ー
色
に
彩
色
さ
れ
る
。

榊
の
大
株
を
玉
垣
で
囲
い
蓬
拝
所
と
し
て
あ
る
。
昭
和
十
年

（
一
九
二
五
）
八
月
建
設
、
神
殿

・
神
楽

殿

・
拝
殿
が
棟
別
に
連
な
っ
て
い
る
。
拝
殿
の
格
天
丼
に
は
草
花
図
が
あ
り
絵
馬
が
掛
か
っ
て
い
る
。

明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
）
に
牛
若
弁
慶
の
図
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

台
風
十
九
号
の
被
害
修
復
改
築
が
平
成
十
三
年
に
行
わ
れ
た
。

鳥
居
は
仕
上
げ
が
雑
で
相
当
古
い
感
じ
だ
が
、
文
字
は
刻
ん
で
な
い
。
磨
き
額
面
に
は

「雨
宮
」
と
し

て
あ
る
。

境
内
に
は
椋

・
銀
杏

・
杉
の
大
木
が
数
本
あ
り
、
境
内
周
囲
全
部
を
玉
垣
を
め
ぐ
ら
し
て
あ
り
、
境
内

に
は
、
灯
籠
二
対
や
記
念
碑
が
二
基
が
あ
る
。
猿
田
彦
大
神
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

神
殿
前
に
は
全
高
さ

一
二
五
ン
の
灯
籠

一
対
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
右
灯
籠
に
は

「安
永
三
甲
年

（
一

七
七
四
）
奉
寄
進
」
と
刻
ん
で
あ
る
が
、
左
側
に
は
文
字
な
し
。
ま
た
拝
殿
前
に
は
全
高
さ
二
六
〇
打
の

「昭
和
十

一
年

（
一
九
二
六
）
氏
子
中
」
の
灯
籠

一
対
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

手
水
鉢
に
は

「文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）
九
月
五
日
本
寄
進
　
国
府
村
　
石
工
惣
助
」

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

一・千
言
碑
　
　
　
一量
礎
　
一
‘一　
　
一
．

一
百
．　́
、・　　
　
　　
　
・　
　
一・
　　　　
・　
・
蘭
・一
一一、
一
一‐・沖一一
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″
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ド
ト
サ
＾
〓
面

―ヽ
〓
く

４
σ
Ｊ
／
ｃ
ロ
ル
ス
イ
メ
て
ろ
り

４
ン選
ｈ
ル
レ
ー

´
―

〓
〓７
三
く
う
■

′́

彩
色
し
た
」
と
も
伝
ら
れ
る
。

（上
益
城
郡
誌
）

61 西 無 田 雨 宮 神 社 ・ 牛 若 弁 慶 之 国62  写 真 3
田 彦 大 神猿

写 真 3

手
水
鉢
に
は

「文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）
九
月
五
日
奉
寄
進
　
国
府
村
　
石
工
惣
助
」

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

記
念
礁
　
　
　
基
礎
　
九
六
■
九
六
＞・‐
高
さ
　
八
八
ン
´

Ｃ
薦
短
石
組

中
台
　
五
九
Ｘ
五
九
×
高
さ
　
三
二
打

碑
　
　
直
径
　
三
五
×
高
さ

一
二
五
ン
　
の
円
筒
形

「記
念
碑
文

・
昭
和
十

一
年

（
一
九
二
六
）
十
月
吉
日
謹
誌
　
委
員
　
石
工
大
工
野

の
名
前
」
が
彫

っ
て
あ
る
。

記
念
碑

　

（平
成

一
二
年
台
風

一
九
号
の
被
害
修
復
改
築
記
念
碑
）

基
礎
　
　
一
二
七
×
七
九
×
高
さ
九
二
ン
。
正
面
に

「祭
神
　
創
建
　
移
築
」
な
ど

内
容
が
彫

っ
て
あ
る
。

中
台
座
　
九
四
×
四
八
×
高
さ

一
八
ン

碑
　
　
　
厚
二
五
×
高
さ
七
七
ン
の
足
付
き
平
石

「工
事
経
過
の
碑
文

・
世
話
人
の
名
前
」
が
彫

っ
て
あ
る
。

猿
田
彦
大
神
　
基
礎
　
一
〇
八
ｘ
一
〇
八
×
高
さ
六
八
娑

神
体
　
幅
七
〇
×
厚
三
ｏ
ｘ
高
さ

一
六
五
ン
の
面
取
り
自
然
石

「猿
田
彦
大
神
」
の
外
に
文
字
は
な
い
。

猿
田
彦
は
、
秋
津
地
区
で
は
珍
し
く
西
無
田
雨
宮
神
社
境
内
の

一
ケ
所
し
か
見
か
け
な
か

っ
た
。

鳥
居
に
は
直
線
的
で
独
特
な
形
を
し
た
珍
し
い
し
め
縄
が
張

っ
て
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
無
田
熊
野
座
神
社

・
沼
山
津
神
社
と
同
様
に
奉
納
相
撲
時

「吉
田
司
家
座

（通
称
追
い
風

座
」
）
が
神
本
に
張
ら
れ
て
い
る
。

（語
リ
ベ
学
習
会
）

〔
　
　
　
一ノ
【相Ｈ　
　
一ェ精
起
　
　
ハ鵜
鰍ツ一　
　
　
〕

Ｔ四

缶

ハ
田

補

咄
締

剛
騨
群

〇
西
無
田
馬
頭
観
音
等
地
蔵
三
体
　
　
　
（
マ
ツ
プ
番
号
　
６７

所
在
地
　
　
熊
本
市
若
葉
六
丁
目
六
番
四
六
号

（東
側
）

西
無
口
雨
宮
宮
の
東
に
二
〇
～
三
〇
傷
の
間
隔
を
置
い
て
小
堂
が
二
つ
並
ん
で
い
る
。

東
側
の
も
の
は
近
年
の
作
に
な
る
馬
頭
観
音
と
地
蔵
、
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
銘
の
地
蔵
の
三
体
が
祀

2
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写 真 3・ 6.こ

ら
れ
て
い
る
。
最
後
の
地
蔵
は

一
部
セ
メ
ン
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
が
、
縦
長
い
石
の
上
部
を
割

っ
て
座

像
を
彫
み
、
そ
の
下
部
に

「弘
化
三
年
二
月
　
進
寄
　
大
酒
屋
才
助
　
西
無
田
村
　
広
木
村
　
上
り
無
田

村
　
中
無
田
村
　
二
郎
無
田
　
世
話
人
　
鯰
村
伊
工
門
　
西
無
田
村
善
七
　
清
九
郎
　
永
八
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

建
立
は
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
一
百
二

間
口

一
四
三
）
　
奥
行
き

一
一
二
】
　
軒
下
ま
で
の
高
さ

一　
二
レ・　
屋
根
高
さ
六
八
打
ブ
ロ
ッ
ク
上
塗

仕
上
、
本
造
屋
根
の
小
堂
に
三
体
の
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

左
か
ら

一
体
目
の
馬
頭
観
音
。
幅
三

一
ン
　
高
さ

一
三
ン
の
台
座
上
に
、
舟
形
光
背
の
仏
像
高
さ
三
四

打
　
膝
張
二
〇
ン
　
一月
幅

一
二
ン
　
顔
高
さ

一
一
打
　
顔
幅
九
ン
の
三
面
六
臀
で
、
第

一
手
薬
壺
印

，
第

手
左
手
弓

。
第
三
手
左
手
鈷
杵

・
右
手
十
字
杵

・
右
手
に
宝
棒
を
持

つ
た
座
像
で
あ
る
。

正
面
の
二
体
目
は
、
幅
三
六
″チ
　
高
さ

一
四
ン
の
台
座
、
蓮
華
座
の
上
に
仏
像
高
さ
三
九
ン
　
膝
張
二

六
″チ
　
肩
幅
二
〇
ン
　
顔
高
さ

一
三
″チ　
顔
幅

一
一
ン
、
左
手
膝
上
念
珠
、
右
手
は
胸
の
前
に
鈷
杵
の
座

像
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

右
側
の
三
体
目
は
、
幅
二
四
等
　
高
さ
五
二
ン
の
石
に
地
蔵
が
彫
っ
て
あ
り
、　
一
部
セ
メ
ン
ト
で
補
修

７６

さ
れ
て
い
る
像
の
下
に
次
の
文
字
が
彫
っ
て
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

月二午三化弘

主
↑
突
可
講
連

大
阪
屋
才
助

西
無
田
村

廣
木
村

上
り
無
田
村

中
無
田
村

二
郎
無
田
村

世
話
人

鯰
村
伊
工
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（語
り
べ
学
習
会
）

地 蔵 の 三 体
立
日

Ｈ
昴
娠
鶴

空64西 無 口 頭 観 音 ・

○
西
無
田
馬
頭
観
音

・
聖
観
音

・
地
蔵
の
三
体
　
　
　
（
マ
ツ
プ
番
号
　
６６
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
若
葉
六
丁
目
二
番
五
三
号

（神
社
側
）

雨
宮
寄
り
の
堂
に
は
馬
頭
観
音

・
聖
観
音

。
地
蔵
の
三
体
が
並
び
、
馬
頭
観
音
は
近
年
の
も
の
で
あ
る

地
蔵
は
舟
型
光
背
を
持
ち
、
両
手
に
宝
珠
を
抱
き
蓮
華
座
上
に
立

っ
て
い
る
。

光
背
右
に

「奉
寄
進
」
左
に

「宝
暦
二
壬
申

（
一
七
五
二
）
二
月
吉
日
　
西
無
口
若
者
中
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。

（熊
本
市
東
部
文
化
財
調
査
報
告
書

・
秋
津
小
百
周
年
記
念
誌
　
秋
津
の
歴
史
）

建
立
は
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
壬
申
二
月
。

間
目

一
四
七
打
　
奥
行
き

一
二
〇
ン
　
軒
下
ま
で
の
高
さ

一
三

一
〓
　
屋
根
高
七
三
打
　
本
造
瓦
葺
き

ブ
ロ
ッ
ク
上
塗
仕
上
げ
の
小
堂
に
三
体
の
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

正
面
奥
の

一
段
高
い
と
こ
ろ
に
祀

っ
て
あ
る
の
は
聖
観
音
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

仏
像
全
高
五
四
ン
の
小
さ
な
金
箔
張
り
の
木
像
が
、
肘
を
曲
げ
少
し
広
げ
て
左
手
薬
壺
印
相
、
右
手
拳
印
　
一

相
の
仏
像
が
、
高
さ
七
ン
の
台
座

・
高
さ
六
″チ
の
蓮
華
座
上
に
立

っ
て
い
る
。

左
側
は
二
体
目
は
馬
頭
観
音
。

高
さ
が
蓮
華
座

一
二
″チ
　
下
台

一
六
ン
　
中
台
二
三
ン
の
台
座
の
上
に
、
舟
形
光
背
の
立
像
全
高
五
八
″チ

仏
像
高
二
九
夕
　
肘
張

一
二
打
　
一月
幅

一
二
】
　
顔
高

一
二
】
　
顔
幅

一
一
ン
の
三
面
六
臀
で
第

一
手
合

掌
印

・
左
第
二
手
独
壺

・
第
二
手
弓

・
右
第
二
手
斧

・
第
二
手
矢
の
像
で
あ
る
。

右
側
三
体
目
は
地
蔵
。

幅
四
〇
ン
　
高
二

一
″チ
の
台
座
、
高
さ
八
″チ
の
蓮
華
座
の
上
に
、
光
背
高
七
八
打
　
立
像
高
さ
四

一
ン

肘
張

一
四
打
　
一月
幅

一
四
シチ
　
顔
高
九
ン
　
顔
幅
七
″チ
の
舟
形
光
背
き
薬
壺
印
相
の
像
が
立

っ
て
い
る
。

こ
の
右
側
地
蔵
の
光
背
に
次
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
堂
字
は
平
成
三
年
に
新
築
さ
れ
て
い
る
。

奉

寄

進

宝
暦
二
年
壬
申
二
月
吉
　
西
無
田
若
者
中

（五
』ｈ
ｉ
べ
半
す羽
甲
ハ〓
）

義饉議A■ r―

写 真 3



写 真 3・ 65 西 無 田 間 島 地 蔵

4

○
西
無
日
間
島
地
蔵
　
　
（
マ
ツ
プ
番
号
　
５３
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
若
葉
五
丁
目
四
番
五
〇
号

雨
宮
神
社
の
北
に
、
間
口

一
〇
八
）チ　
奥
行
八

一
）

軒
、
高
さ

一
■
〇
ン
　
屋
根
高
さ
五
〇
レチ
の
堂

の
中
に
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
と
刻
み
の
あ
る
地
蔵
が
記
ら
れ
て
い
る
。

高
さ

一
九
〓
の
台
座
の
上
に
、
舟
形
光
背
全
高
さ

一
・
五
打
（
内
蓮
幸
座
高
さ

十
六
″チ
）
地
蔵
の
身
高

さ
五
〇
）
　
肘
張
り

一
七
資
　
肩
幅

一
六
″チ
　
顔
高
さ

一
一
″チ
　
顔
幅
八
シチ
の
立
像
で
あ
り
、
印
相
は
薬

壺
印
、
衣
を
彩
色
し
て
あ
る
。

こ
の
付
近
は

「新
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

舟
運
が
盛
ん
な
時
代
に

「間
島
〕
に
住
ん
で
い
た

人
達
が
、
舟
運
が
衰
え
ま
た
水
害
が
酷
く
な
り
、

住
み
難
く
な
っ
て
こ
の
付
近
に
移
住
し
て
き
た
と

の
こ
と
。

新
し
く
屋
敷
が
出
来
た
の
で

「新
屋
敷
」
と
言
　
　
一

わ
れ
て
き
た
所
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７８

こ
の
地
蔵
は
も
と

「間
島
」
に
あ

っ
た
も
の
か
、　
　
一

又
移
住
し
て
き
て
か
ら
創
建
さ
れ
た
の
か
は
不
明

（語
り
べ
学
習
会
）

↓
小

抽
側
　
↓
Ａ
じ
　

，
ん

○
西
無
田
間
島
水
神
　
　
　
（
マ
ツ
プ
番
号
　
３５
　
　
）

明
和
三
丙
成
間
島
若
者
中

一
一
■
地
■
薦
一
本
　
体
一
一
一
一

四
月
吉
祥
開
眼
　
　
真
宗
寺

石
工和
吉

5

所
在
地
　
　
熊
本
市
秋
津
町
秋
田
　

（秋
津
川
と
木
山
川
の
合
流
点
）

秋
津
川
と
木
山
川
の
合
流
地
点
堤
防
上
の
水
神
。

六
×
四

・
二
布
の
敷
地
に
、
縦

一
二
ｏ
打
　
横

一
二
〇
ン
　
高
さ
二
四
イ
の
基
礎
。

更
に
幅
五
五
】

横
五
ｏ
】

高
さ
三
〇
イ
の
台
座
を
置
き
、
そ
の
上
に
幅
四
八
】
　
高
さ
五
三
ン
の
自

然
石
の
水
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
表
に

「昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
」
、
裏
に

「間
島
」
の
銘
が
あ
る
。

・■.■■,●

一言
嘔
一裏

脚

４

一

こ

五

・

三
二
坐
１

一



写 真 3・ 66 中 無 田 間 島 水 神

更
に
幅
五
五
ン
　
横
五
ｏ
ン
　
高
さ
三
〇
打
の
台
座
を
置
き
、
そ
の
上
に
幅
四
八
打
　
古同
さ
五
三
ン
の
自

然
石
の
水
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
表
に

「昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
」
、
裏
に

「間
島
」
の
銘
が
あ
る
。

一
西

，席
´
）

一台
二

に

一

二
匡
座
〓
長
獅
一
に
一

＋
小

描
僻

昭
和
二
年

十
月
建

間

島

（語
リ
ベ
学
習
会
）

6

○
西
無
田
水
神
　
　
　
（
マ
ッ
プ
番
号
　
３７
　
）

所
在
地
　
　
熊
本
市
秋
津
町
秋
田
字
筏
場

秋
田
字
筏
場
の
田
圃

（若
葉
六
丁
目
八
番
の
南
側
）
の
角
に
、
縦

一
八

一
ン
　
横

一
八

一
レチ
の
台
座
の

上
に
、
二
柱
の
水
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

左
側
の
水
神
は
、
幅
三
ｏ
ン
　
高
さ
七
九
打
の
自
然
石
で
無
銘
で
あ
る
。

右
側
の
水
神
は
、
下
幅
三
ｏ
ン
　
高
さ
五
〇
″チ
の
自
然
石
で
、
風
化
し
て
見
に
く
い
が
次
の
字
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

〔正
面
に
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔南
面
に
）

賓
暦
元
年
　
創
設

明
治
三
十
二
年
二
月
十
二
日

百
五
十
年
祭
改
修

も
と
何
処
に
あ
っ
た
の
か
不
明
。
圃
場
整
備
で
現
地
に
ま
と
め
て
移
転
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（語
リ
ベ
学
習
会
）

↓
小

　

　

地
輌Ｗ

-7θ ―

間

島

ヽ
犠
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写 真 8 67 西 無 口 水 神
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写 真 3 68 西 無 田 雨 宮 神 社
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